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日本発生生物学会 
大阪市住吉区杉本町 

大阪市立大学理学部生物学教室 ( 〒 558) 



⑨ 第 5 回大会についての 案内をおとど け 致します。 別に，大会委員 

会から大会講演要旨 集 がとどけられる 筈です。 会員外からも 当日参 

卸 される よう おすすめ下さい。 

⑥ 今 号から，発生生物学関係学位論文のタイトルの 紹介 と ，研究室 

の 紹介を掲載してゆきます。 会員の相互交流のために ，よいお考え 

な お よせ 下さい。 ⑥ 同封しました " 会員名簿作成についてのお 願い " は ， 必ず お と ど 

け 下さるよ う 御協力お願い 致します。     へ "" 一一 

姉妹 品 Ⅰ                                                                                                                                                                                                                 

八洲薬品株式会社水産事業 %   



      
  

  

Ⅰ 発生生物学会第 5 回大会の案内 

このたびは，発生生物学会第 5 回総会在らびに 大会に御出席の 御返事をいただき ，有難 

く存じます。 おかげ様で講演申込もる 0 をこす多数にのぼり ，プロバラムの 編成もほぼ 終 

りました。 

できるだけ有意義な 大会になるよ ゥ 努力するつもりでどざいますが ，御意見などどざいま 

したら準備委員まで 御中田いただければ 幸です。 

なお会場は下記の 場所にどざいます。 国電中央線千駄ケ 谷駅下車が 御 便利で ， 駅から徒 

歩約 5 分です。 暑い季節でございますが 会場内は冷房してあ りま す 。 また簡単な食堂が 全 

館内にあ ります。 外での食事などには 多少の御不便もあ ろうかと存じますが ，会場附近の 

  御案内たどは 当日受付でいたします。 なかプロバラムは 8 月 1 0 日頃 お手許にか届けする 

つもりでどざいます。 

1 9 7 7 年 7 月 

日本発生生物学会第 5 回大会 棟轟 貝金 

  

委員 古谷雅樹 ( 代表者 ) 委員 天野 実 

同 飯野徹 雄 ( 会計担当 )  同 江 上 信 雄 

同 金 谷 晴 夫 同 関 口 晃 一 

  同 中 沢 透 同 林 雄次郎 

同 平 本 幸男 ( 会場担当 )  同 毛 利 秀 雄 

同 柳 沢 富 雄 
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A) 大会，総会の 日程 
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一 般 講 演 一 般 講 演 

  生殖細胞とその 形成， ( 粘菌，酵母，プラナリア ， 

ウニの受精と 初期発生 ) ヒドラⅠ 

シ ン ポ ジ ヴ ム 

( 植 物 ) 

映 画 別室にて茶会 

2 
一 般 講 演 一 般 講 演 

日 ( 細胞集合・昆虫 ) ( 初期発生と誘導・ 

12.00   
8 シ ン ポ ジ ウ ム 

月 
( 動 、 物 ) 

日 
） lGoo   

 
 

  

  

B) シンボジソム 内容 

] 第 l 日 一 植物関係 

1@ )@ 1@ 4.50 

Pro 孔 Russell L 。 Jones  (U ぬ土 versi セ ・ y  o ざ Californ ェ ㍉ 

Berkeley) 

Ⅱ Cor で el% セえ ons  be 十 ween  s セ ruc 十 ure  and  士 unc セェ on  え n 

b8 で ユ e ダぁ leurone  cells Ⅱ 

Ⅱ )  ]  4.5  0 ～ ]  5.4  0 

Prof.  オ 0 ㎞ け ・ Torrey 。 (Harvard,Universi 十 y) 

哩 ormo 且 aT  bases  fo で roo 十 organiza 土工 on Ⅱ 

一 2 一 



    
Ⅵ ) 1 5.4 0 ～ 1 6.3 0 

Prof.  Jan  A.D.Zeevaa ぬ (Mic 社 iga ぬ Staie  Univerciiy) 

Ⅱ En Ⅴ 土 ronmen 七 a 工 con 士で 01  o 士 plan 七 %evelopment 

， bhrou 鱒 h  .e 五 doge 且 ous  regu.t 劫土丑 g  subs 毛包 俺 cesl@ 

2  第 2 日一動物関係 

i ) in  vitru 系にかける組織構築と 分化の問題………武市 雅俊 ( 東大， 理 ， 生 

切物理 )       

    討論者 「松沢，哲郎。 ( 京人，ウィルス 研 ) , 福永行雄 他 ( 東大， 理 ，生物 

物理 ) . 黒田 行 照 ( 国立遺伝研 ) 

の 組織形質の形成 

  ㈲ 水晶体‥               池田 章 ( 広大， 医 ，解剖 ) 

討論者 岡田 節人 ( 京人， 理 ， 封勿 物理 ) . 渡辺 憲二，江口 吾朗 

( 京人， 唾 ，生物物理 ).. 水野丈夫 ( 東大， 理 ，動物 ) 

㈹ 筋 ぬ ………真崎和生 ( 東大， 医 ，薬理 )   

討論者 佐藤磐根 ( 腹 太，教養，生物 ) 、 寺門 潔 ( 埼玉大，理工， 

珪化 ) . 石母田正 ( 東 数人， 理 ，動物 ) 一 未定 

C) 会場付近の案内 図 ( 会場野口英世記俳会館 一 東京都新宿区大京町 25 

( 電 話 0 3 一 3 5 7 一 07 42) 
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8  発生生物学閥 係 修士および博士 

論文の紹介 一 その 1 

会員の相互の 交流の一助になる ょゥ ，この度全国の 大学での発生生物学関係の 学位論文 

0 題目を紹介させていただくことにしました 0 

第 7 回目として，とりあ えず 50 名ほどの方々に 依頼致しましたが ，この度は 6 月末日ま 

での回答の分 たげ 掲載致します。 紙面の都合もあ り一応昨年かよび 今年に学位を 取得され 

た方々の分に 限りましたが ，一昨年の分についても 記入用紙に御記入下さった 場合は載せ 

ておきました。 攻お ，事務局からの 問合せ先について 落度があ るとも存じますので ， か 気 

付きの点 御 教示下されば 幸いに存じます。 

なお，下記の 紹介は，大学名・ 研究科 卒 ，修士・博士の 別，取得 年 ・氏名・論文表題の 

順 に記載した。 ただし，論文表題は 和文でも。 欧文で書かれている 場合もあ るかも知れ 

ません。 事 務 局 

北海道大学 理学修， 72  吉崎錐末 一 アフリカツメガエル 胚僻化娘 細胞の電子 

顕微鏡的研究 

水産学修， ア ]  高橋延昭一ウ " ガイの卵形成に 関する電子顕微鏡 学 

  

的研究 ( 英文 ) 

同上修， 71  山内 階平一 魚類卵母細胞の 生体外にかける 生理的成 

熟に関する研究 ( 英文 ) 

同上修， 72  森岡李朝一養殖 ウ ナギ 助 guilla  japoniC,a 

雄 の 間腎 組織の海水適応かよび 人為成熟 

に伴ゥ 形態変化 ( 英文 ) 

東北大学 理学修， 71  菅井俊郎 一 テトラ ヒメナ の還元分裂と 染色体 

同上修， 71  伊藤 亮一 ゾ タリム シ の接合型の免疫学的解析 

同上修， 72  佐々木 緊一 ゾウリムシ接合型の 免疫学的研究 

同上修， 72  Ⅱ 媚 裕一一細胞性粘菌の 遺伝 

東京大学 理学， 修 ， 7  4  井上 犀則ゃ ㏄ laSioSp0  ra  ren  cu Ⅱ spora 
の子 嚢 散形成について 

-4 一 

  



      
東京大学 理学修， 72  鈴木正彦一 -Photoinhibition  of grow 旭 h  in 

Saccharcmyces cerevisiae 

同上博， 72  和田正姉 Photocontrol  of  the ゼ n  ent 一 

ationofcell@ division@ in 

血 imtm   

東京都立 理学修， 71  松永由美子トウ ニ 胚の初期発生にかけるグルコースの 
大 学 

代謝 

同上修，ハ %ll 和男一 -9 ヱ 精子のべん 毛 ATPase について 

同上修， 72  大橋誠 子 - 一ウ ニ胚 発生に於ける chlor 鐙 TOhenicol 

の 植物極化作用と 処理時期 

  同上博， 71  沢井・ 毅 @  両生類卵の卵割 溝 形成について 

同上博， 7  ]  原野友之 @  蚕卵にかけ ろ tetrahydropte Ⅱ ne 

dependent reduced puridine 

nucleotides 一 cytochrm C 

oxido 一 reductases 

同上博， 72  大森利子 @  成虫原基の発達と 分化に対するホルモン 

の影響 

同上博， 72  大竹英樹 -@  ウニ 卵 ゼリ一中に含まれるウ ニ 精子呼吸 

  の 促進物質 

か 茶の水玄 理学修， 71  柿沢佳子一ムラサキガ イ Mytilus edulis 精子先 
子 大 学   

体の微細構造について 

同上修， 7]  野口 俊 枚 一 -po 田 la Ⅱ on  of  Spermatozzoon  in 

  
Pernereis brevicjilis and the 

intact@ acrosomes@ of@ some 

Nereidae 

同上修， 72  桂 かを る 一 - ウヱ 卵の surface charge について 

同上修， 72  大島範子一 - ウ目 卵の表面荷電に 関して特に卵割にと 

もなう変化について 

金沢大学 理学修， 71  高橋研一一一； ィノ ンの分離細胞による 再 集合反応に 

おけら細胞表面の 抗原性に関する 研究 



  

金沢大学 理学修， 72  期 井 悦夫一一瓶虫の 頭部移植による 咽頭形成機構の 再 

検 " 
名古屋大学 理学修，Ⅱ 市野相先 - 一，互助植物の 胚軸上の電位分布とイオンの 

同上修， 77  景山 

分布に関する 研究 

節 一二；イコ卵の 炭水化物代謝，休眠 卵 にかけ 

る フォスフ ガ フルクトキナーゼの 欠如に 

ついて 

  
 
 

 
  

 

 
  
 

 
  
 
 
 
e
n
 

 
 

 
 

h
 ヰ
 
t
 
Ⅰ
 

o
n
 

 
 
 
 

 
 d
 
 
 
Ⅰ
 
t
 
Ⅰ
 

S
  

 
 
 
宏
 

加
藤
 

 
 ア
 

修
 

上
 
同
 

  parthernogenetically‖ctivated 

 
 

 
 

 
 

 
 

sea  urchin  eggs  with  special 

ァ efe Ⅰ ence  to  the  enucleaied 

egg  halves 

同上修， 7  1  竹内よし子 @  鶏の胚色素上皮の 培養下における 脱色素 
  

機構の電 顕的 解析 

同上修， 71  続 伯彦 一 -L,emne gibbaQ, の生長に対する 植 

物成長制御物質の 作用 : 金属 キ レーター 

の 作用との類似性 

同上修， 71  富永典子 一 硫黄細菌の細胞膜壁の 酵素の研究 

同上修， 71  森 博行一一曲 otosebsitivity change in 

shortday  duck  w 鴨 ed  .I,emnna 

pu ァ pus@l1a  6746 

同上修， 7  2  佐藤 浩一カイコの 胚 発生初期の チ トクローム系に 

ついて 

同上修， 72. 高桑 進一一硫黄細菌の チ トクローム C 一 552 の精 

製とその性質について 

  

同上修， 72  福田素子一イモリの 培養 ノラノ フォアの分化時にお 

ける細胞学的研究 

同上修， 72  山崎 喜 代子一・イモリの 初期発生にかける 細胞増殖の研 

究   

同上修， 72  横田幸雄一 - 培 胞 にかけるタンパク 合成の制御 l 
  

一る一 

  



  
  

      
  

  

名古屋大学 理学修 ヤ 2 : 胸腺細胞にかけるアミノ 酸のとりこみ 

に 及ぼすタンバク 分解酵素の作用 

同上博， 71  千 在 俊一 - イネ子葉鞘の 成長に対する 74 トクロー 

ムの作用 

，同上博， 71  松原輝男 - 脱窒 反応の生物学的研究 
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  同上博， 72  上原 剛一 - ウ ニ 受精における 受精波の実験的研究 

同上博， 72  岩井川幸生 @  ウヱ 胚の繊毛の再生に 関する研究   

同上博， 72  管坤道三 - 一 モェジマシダ 胞子発芽に対する 光の作用 

  

 
 

 
 

  

同上博， 72  塚原潤三一一 ウニ の卵形成過程にかけ 6 卵母細胞の栄 

養物質のとりこみについて ，とくにグリ 

コダン 頬 粒を中心にして 

同上博， 72  鬼 武一夫一ゥ ヱ卵 と精子の種特異的結合に 関する免 

疫学的研究 

同上博， 72  高橋 進一 ゴキブリの I,eft co Ⅱ ete ㎡ al 

91 打血 における配糖体の 蓄積に関する 了 

ラタ 体の作用機構 ( 都立大学授与 ) 

同上修， 71  嶋田勝彦一 -Polym)erization  of  intrace 一 

llular  flagelliu  of  a  non 一 

flagellated  Salmonella  strain 

同上博， 71  戸塚 武 --PlasmodiunlacUn 

同上博， 71  室 谷 紘一一 lnterconveTsion  between 

大阪市立 
大 学 

flagellaand P@filament in  vitro 

理学修 げ 1  坂井和久一・ 酵母の接合ホルモンに よ る調節 

同上修， ァ Ⅱ 今田忠正一，酵母菌 (Saccharomyces  cervisiae) 

の 胞子形成と 佳 支配遺伝子 

同上修， 7,2  壺井基夫一一 Saccharomyces cervisiae の胞子 

- 7 一 



 
 

  

 
 

 
 

 
 
 
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 

  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

形成に関する 遺伝・、 生理学的研究   

大阪教育教育学修， ァ 「 岩山慶子 @  Xenopus 胚 32 細胞 期 にかける各割球 
大 学 

の予定発生運命について 

同上 修， 7 1  青地 正寿一 - 両生類初期胚の 胚葉構成細胞にみられる 

等電点激動 " クーンとの変化 

同上修 ' ア Ⅰ 

素
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同上修， 72  奥本 

化学的研究 

隆 - 一 無尾類のオーガナ 々 ガ 一の誘導能の 確立 

時期とオーガナ ィ ガ一形成に関する 内胚 

葉の因果関係の 解析 @@@@@ @ ｜ 

同上修， 72  兵頭信行 @  ニワトリ 胚 血球のニューカッスル 病ウイ 

ルス感染特異性に 関する発生学的・ 免疫 

組織学的研究 

甲南大学 熱学 自科 修 ， 71  清水鬼 大 @  原口上唇の分化能の 変化と神経誘導 

同上修 ワ ]  淵側 祐一一外 植 した予定体節 中 胚葉の分節 

同上修 ワ 2  井上末広一・ ； 4 コの性フェロモンの 生合成に関する 

研究 

京都大学 理学修， 71  池田照明一 - 粘菌細胞の特異構造の 単離と分析 

同上修， 72  枠 盛服 一 ・粘菌細胞の 脱分化にかける 細胞間相互作 

用 

同上博， 7 「 前田晴男一一粘菌細胞の 分化に伴 う 構造の形成とその 
  
調節   

農学修， 71  那須 裕一一 The  mo Ⅰ phoIogical  changes  at 

the  apical  and  acilla ァ V  buds 

of Pharbitis nil seedlings 

afte 「 イ he  photoperi ㎡ ic 

induction 

同上修 ワ 2  内田俊郎 @  Effects  of  ethylene,gibbere- 

llin>daIapon  and  chloropfopham 

一 8 - 

    



    

  

  

  

    
  

on  the  gr む ・ wth  Of  rice  蕊 edlings 

農学修， 7  2  鈴木 彰 -@  Changes  in  。 p 「 otein  sW  thes 柊 

during  pileus  form]ation  田 

Pavolus  arculan  us (Fr.) 互 mes. 

広島大学 理学修， 71  西村千晴一一ニンジンの 培養細胞にかける 硝酸還元 酵 

素の性質   

同上修 - , ア ]  山田貴子一一 Racillus  cereus  の生長・芽胞形成 

とチトクロム 組成，   

九州大学 理学修， 7 1  阿部弘和 -- ツメガエル 胚 単離細胞における 5S R 囮 A 

合成とその調節 

同上修， 7q  佐藤敦子 - 一サンシ ，ゥ牙 再生 肢 におけるわ lastdT)a 

cell 形成の電 顕 観察 

同上修， 72  江角 晴彦一 - イモリ胚における 筋 繊条の形成 

同上修， 72  小川時一 - 一 ツメガエル胚の 発生過程における ア、 ラ 

一 ゼ 活性の変化 

熊本大学 理学修， 70  水上 惟 文 - 一 メダ；卯の付 活 閾値正村 活 電位発生機構 

同上修， 70  宮川典之一 - イモリ原腸胚 尾 オルガナ メ ガよの誘導 能 

の 変化 

  同上修， 72  高野茂樹一一クモ 発生にかける 神経分泌， 

皿 国際学会紹介 
  

  

Ⅰ 国際酵母シンボジウムに 参加して 

大阪市立大学理学部生物学教室 柳島 、 直彦   

今年のる月の 末に京都で第 4 回国際 轍酵 会議に包合された 形で国際酵母シンポジウム 

が 行なわれた。 

単細胞的な真核生物が 真 核 細胞の機能の 甚 本 的な調節機構を 解明する上で ，、 非常 唯 重要 
な地倖を占めつつあ る情勢を反映して ，充実した ジヌ肘 ジウムであ った。 

酵母の分類と 生態から，微細構造とその 機能， 性 と遺伝等の分野をふくみ ，ジンポジ ゥ 

-. 9  一 
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ム 講演 1 8 題，一般講演 2 5 題，特別講演Ⅰ題が 内外の研究者により 行なわれた。 

その中で特に 発生生物学に 関係深い話題をひぶってみよう。 

休部，姉戸 ( 山形大 ) は， Sacchafomyces 酵母を用いて 細腕壁の組成を 中心に 刀剛 

の若 い 未成熟細胞と 成熟した大型細胞とを 比較した I,ampen,Kuo,Cano,T Ⅹ ac2 

(Putge 「 s  大学， 米 ) は， Saccharomyces 酵母にかける external 

enzymes  と細胞の微 造の関係について proto  plas 、 ts を用いた研究を 申 心 

に発表した。 

モ め birow(Western  O 虹 tafio  大学，カナダ ) は，酵母の核についてくわしい 

形態学的研究結果を 発表した。 

郡家，若林 ( 東大， 医 ) ,I,innane,I,ukins (Monasl1 大学， オ - ストラリア ) 

は，それぞれ 独自の研究を 発表し細胞質遺伝の 特性や， 核 性の遺伝との 関係等について 

論じた。 

大島，高野 ( 阪大 ， 工 ) は，酵母の性の 遺伝的支配について 実験的事項にもとづいて 新 

しい説明を試み ， 柳島 ，坂井，下田 ( 阪 市大， 理 ) は，性の分化と 性行動にかける ホル 

  モン 横 物質の意義について 述べた。 

Halvorson,Haber (Brandeis 大学， 米 ) は， Cell Cycle と胞子形成 

能の関係から 胞子形成の分子生物学的解明の 可能性について 述べた。 

Cfandall (Indiana 大学，・ 米 ) は lheterothall ic 酵母の diploid 

細胞 力湘養 条件によっては、 ， hapIoid でみられるような 性的特性をあ られすことを 

見 い出した。 

このシンポジウムの 後で， 東 大で内外の酵母遺伝関係者をあ っめて第 4 回酵母遺伝 集談 

会が 2 日間にわたって 打 たわれた。 

  以上二つの集会を 通じて mi tosis の機構， mltosis から meiosis への切り 

かえ， mating  reaction  の調節，性の 分 ィロ の機構， 核 と細胞質の関係等の 真核 

生物の細胞機能の 重要な問題を 研究 テる 上で酵母菌が 増々重要視されて 行くことが りか 

がわれた。 

  

え 第 ] 回 Zoeco 且 Invar 士 ebr 卸士 6  Hor 血 one  Confere 甘 ce  把 

京都大学理学部動物学教室 石崎 宏矩 

Ⅰ 9 7 2 年 4 月 5 目～ 6 日，カリフォルニア 州 Pacific  Grove で ，第 Ⅰ 回ゾエ 
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コン無脊椎動物ホルモン 国際学会が開かれを。 ゾヱ コソとは，昆虫ホルモンを 利用して 

の無 公害殺虫剤開発をめざして ， 1 958 年 Syntex から分離しを 子会社で，当分利 

益を全く期待せずに 開発研究めみを 行なう米国でも 前例の少ない ュ コーク な 会社組織で 

あ る。 副社長軸 0lIer ( 現職 Texas A&MUn れ教授， juvenile hormone 

単離構造決定で 署名 )   がオーガナイザーとなり ，一年おきに 企業のひもつき 皆無の純粋 

に学術的在国際会議をもつことになったものであ る。 ゾ ニコン 社 研究所を訪れ ，その ュ 

ヱ一ク さには強烈な 印象を受けたが ，それについては 他で詳述したいと 思 9 ている。 本 

年 はその第 1 回，屈曲ホルモンが 主題とされた。 2 年後はフェロモンを 主題として計画 

されている。 学会は 4 日にわたり， 第 ] 日 昆虫の形態形成とホルモン ，第 2 日ホルモン 

同定，生合成，第 3 日ホルモン輸送，標的器官との 結合化作用機構，第 4 号 フ ネロモン， 

を 主題とし，各日 スビ - カニ は 4 ～ 8 名，密度の高い 討論が行なわれた 亜 

招待者は日， 英 ， 豪 ，東西独，スイス ，チェコにわたり ，米国内からの 出席希望者は 

委員会で極端にしぼって ，計 7 0 名のコンパクトな 集まりにしをことは ，合流行の形式 

のものであ 9 た 。 我国からは茅野春雄氏と 私が出席しを。 Wiggleswort ね ， 

Piepho の長老から， Slama,I,awrence といった中人 会ウ 機会のない欧州圏の 

若手研究者 他 ，昆虫ホルモ ソ 研究者で一度会ってみたい ， 又 再会したいと 思う人が 殆ん 

され，この種の 国際会議に恵まれを 米国でさえ，珍しい 充実ぶりであ りたという。 

かなり辛抱強い 忍耐を伴 ウ 研究の多いこの 分野で ，そウ 目を見張る新知見がやつぎ ば 

やに出るはずのものでなく ，どちらかといえば 予想通りといった 話が多か 9 をが ， 私に 

  

と 9 て 特に印象深 か 9 を話題を二つだけ 紹介してかきたい。 

第一に， Piepho のハチミツ と ，クチクラバターンの 極性に関する 話しであ る。 今 

まで， 皮ふ 内への 皮ふ 片はめこみ移植によ ゥて ，移植 片 が周辺組織の 

ク ラバターンの 極性を変えるという 種類の研究が ，一分野を形成している。 とむろが， 

皮笘 片を宿主体腔内に 移植しても，すぐその 上辺に位置した 宿主表皮の極性に 影響を与 

えるという事実が 報告された。 とれは今まで ， Cel ト to-cel Ⅳ c しか伝達できない 

と 思われていた 或 種の情報が ， 短め距離を通してならば 体液内を拡散して 作用し得ると 

いうことであ り，ウニの 動 ; 植物極化要因抽出の 話しなどとともに ，極性という 古くて 

新しい重要問題に 対して，一つの 解析の糸口を 与える知見のように 思われる。 

第二に， Sla 虫 a の知見も意想覚の 玉のであ ゴ を。 甲虫の一種の 幼虫に， ]uvenile 

hormone を注射すると ，発生がその 時点で半永久的にとどまるという 事実であ る。 
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正常な発生では ，幼虫から蛸への 変態の決定は ，畢 る器官，組織によって ; 時間的に微 

妙にずれており ，都城的に途次決定されていく。 色々 な 時期に過剰の ecdysone を 与 

えると，未決捷の 器官，組織のみが ，蜻にたらずに 再 幼虫化するので ，あ る時点での蹄 

形質の決定・ ，未決定を推測すると 件ができる。 この決定の進行は ，正常では勿論時々刻 

々に進行してとどまることばない。 しかるにどの 時点でも， よ H を注射すると 決定状態 

はその時点で ピ ダリと止まり ，常温数週間放置後 ecdysone  を注射すると ， JH 注 

射時点におけると 全く同じ 再 幼虫化バターンが 得られたということであ る。 これはこの 

種の研究で全く 新しい種類の 発見であ 0% 。 二者ともに未発表データであ った。 

毎夜 7 時から夜の討論が 再開され，正規の スビ 一ヵ一の選に 洩れを人がその 拮果 を発 

表する時間が 与えられ，連日 1 1 時過ぎにまで 及んだ。 茅野氏と共にど ウ してこんなに 

ハードスケジュールを 組まねばならぬのかと 半ば呆れ， 又 式米人からは 米国の予算獲得 

競争に由来する ，が ス の面前での自己顕示だとの 自廟 をききながらも ，彼らの情報交換 

の意 慾の旺 盛さには，率直に 感心せざるを 得なかった。 しかしこれを 裏 返しにした感想   

も私には強烈であ った。 米国という，情報に 恵まれた環境が ，かえ 0 て 彼らをあ る一つの 

弊害に導いているのではないかと。 一 たび先人の築いたトピックスに 群り ，それを無茶 

普茶に早く進展させるけれども ，未開発の労多い 局面をさけて 通る人の多い 傾向が歴然 

としてきているようであ った。 ど うひ 9 くりかえっても 国際交流に恵まれず ，大型予算 

に劣る日本が ，米国のまねをしてみても 始まらぬ，その 同じ宿命は，欧州各国でつとに 

指摘されているところであ る。 ちなみに米国で ， 余りの情報の 氾濫に独創性を 奪われ。 

情報閉鎖の動きが 芽生えているときく。 この種の学会を 豊富にもてる 幸せを ゥ らやむと 

  同時に，いかにして 独創性あ る研究を生むかという 課題を，あ らためて考えることの 多 

い 数日であ りた。 
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W  研究機関紹介一一 ( その 1 ) 

るのサ - キューラー て ，発生生物学関係の 研究，教育に 従事されているところを 順次紹 

介してゆきます。 第 1 回目は，紙数の 関係でごく少数しかのせることができませんでいた。 
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今後いろいろ 東方へ事務局から ，この欄への 御 寄稿をお願いすると 存じますが，御協力 お 

願い致します。 事 務 局 

か 茶の水女子大学 理学部 生物学教室 発生学研究室 

ヒトデ と ウ ニ について受精の 際の配偶子の 荷電の変化，ウニおよび ツバ サゴカイ科の 卵 

形成，クモヒトデ ，アメンボの 精子形成などの 材料を使い，露顕， 光 顕を主な手段とし ， 

細胞生物学的レベルで 仕事をしているのが 主なグループ ( 同仁 子と 修士 6 人，学部 2 人 他 ) 

で ， 他に カ イメン細胞の 再構築と 襟 細胞の分化 ( 渡辺洋子と学部「 八 ) , ウ ニ 卵の細胞生 

理学 ( 米田満樹と学部「 八 ) などがいる。 大部分が ， お茶の水女子大付属の 館山臨海実験 

所を利用するので ，海産生物学に 親近感の強い 研究室であ り，同実験所で ウニ 卵の ェ ネル 

  ギ 一代謝をしらべている 根本心一氏と ，仕事の上での 協同関係も深い。 

( 米田 満 樹 記 ) 

金沢大学 理学部 生物学教室発生学研究室 

「． 下等無脊椎動物 ( 主として   ノ   ラテリア，ときには ，ヒドロ曳 ， ； ィ メン ) を用いて 

その再生現象における 細胞の起源，行動，例えば ， 脱 分化，幼君細胞の 分裂，移動，集 

合分化などの 諸問題，また 分離細胞の再集合現象における 細胞接着，組織再構成能の 間 

題を細胞 了 および物質のレベルで 研究している。 具体的には， 例 えは X 線処理された 組 

繊細胞と正常組織との 接触による再生細胞の 行動，あ るいは，接触による 相互の影響を 

くらべる。 幼君細胞の行動と 神経 ( 分泌細胞 ) との関係。 分離細胞の再集合 ( 主として 

；イメン ) では，細胞表面の 抗原性， 特 集合と X 線の影響ならびに ，各種細胞の 単離を 
計画している。 

  2. 無脊椎動物の 防御機構 ; ホヤ ， 、 ミズの体液細胞の 役割について ，細胞表面または ， 

免疫学的方面からアプローチ しよウ としている。 

なか，これらの 研究に従事しているのは ，理学部生物学教室の 木戸哲二・岸田嘉一・ 富 

家雅子および 石千名の修士課程学生・ 学部学生てあ るが，教養部生物学教室の 大崎晃一 お 

よび新設の金沢医科大学生物学研究室の 朝倉私傷・ 朝井 悦夫らも関連主題の 共同研究者で 

あ る。   



  

  

    
  

  

京都大学 農学部 農林生物学教室・ 応用植物学研究室 

応用植物学研究室には ，大別して 2 つの研究グルーグがあ る。 一 つは 植物の生長，分化， 

他は主として 菌類の生態をとり 扱 0 ている。 ここでは，前者のみについて 紹介する。 

我々の中心課題は 花芽分化であ り，これまで ，アサガ オ を用いて，その 花芽 分ィヒ を支配 

する 光 ，温度条件などを 詳細に研究してきた。 そして，今でもなおこの 種の研究は，続行   

中であ る。 しかし，一方では ，花芽分化を 誘導するような・ 日長条件下で ，植物体内にどの 

ウ よ な代謝変動がかこるかを ，主としてア イソ ト一 プを 用いて研究している。 

最近では，アサガ オ 以外に ヴキクサ を実験材料とし ，この植物の 花芽分化に対する 培地 

組成の研究も 行なってレる。 そして，すでに ウキクサ ( 短日性 ) の花芽分化を 促進する 物 

質を数多く発見しており ，これらがどのよ うた 機構で花芽分化を 促進するかを 調べていく 

予定であ る。   
この 他 ，菌類の子実行形成に 対する 光 ，培地組成の 影響，また種々の 波長光が植物の 生 

長 にか よ ぼす影響を調べている 人もあ る。 
  

( 滝本 数 詞 ) 

広島大学理宇部植物学教室植物生理学研究室 

堂研究室における 中心的な研究テーマは ，「微生物にかける 呼吸系諸酵素生成の 調節 機 

構 」であ り，直接発生生物学に 関するものではない。 しかし，これをめぐるもののうち ， 

広義の発生生物学に 関連するテーマとして 現在 伸究 が行なわれているものは ，Ⅲ大腸菌に 

おける呼吸系諸酵素生成に 伴 ゥ 細胞膜 鰍造 の 変ィヒ ， (2 胞子形成細菌における 生長，胞子形 

成とテ トクロム組成の 変 ィヒ ， (3 酵素にかける 呼吸系酵素形成と、 トコンドリア 構造の変化， 

， (4@ 細胞性粘菌 jJidymium  における実体形成と 呼吸代謝， (5) ニンジンの培養細胞の 成 

長，分化に伴 9 硝酸還元酵素，呼吸系諸酵素のバターンの 変化，等であ る。   
( 日野 精一 言 己 ) 
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特長 

⑥ 組立て，組替え ，増設が自由に 出来る。 
⑥ 耐食アルミで 何時までも大夫であ る。 

⑥ 調整器で槽内温度 ( 湿度 ) の高精度が保 
たれる。 
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他 多種類あ ります。 

NK 式 電気低温恒温 

特長 

⑥ ミロックファンで 温度分布が保た 

⑥ 高い温度精度が 得られる。 

⑥ 前面開閉二重窓で 透視暗室の両方 
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